
浚渫土砂の盛土材適用における管理手法（その３）－盛土材のクリープ沈下予測－ 
 

東京電力㈱ 福島第二原子力発電所 総務部    今井澄雄, 木村忠一, 高井力 

前田建設工業㈱ 土木設計部      正会員 大川尚哉，手塚広明，山内崇寛，○坂口伸也 

同上    東北支店 小高作業所     諏訪俊雅，重藤清一，今井健一 

 

1. はじめに 

 東京電力（株）福島第二原子力発電所構内の沈澱池に収容している細粒分含有率（Fc）や含水比（W）のばら

つきの大きな浚渫土砂を，盛土材として活用している大規模造成工事において，細粒分含有率（Fc）と締固め度

（D 値）を指標とした圧縮沈下予測手法を前報 1)で報告した．一般的に，盛土材の圧縮沈下は，即時沈下が支配的

であり，当現場の沈下計測 1)でも，同様な挙動となっている．ただし，浚渫土のように含水比の高い軟弱な盛土材

を用いた場合，時間の経過とともに発生するクリ

ープ沈下が無視できない場合がある．このクリー

プ沈下は，供用後の残留沈下となることから，盛

土上に直接基礎構造物が構築される場合や盛土体

自体が鉄道，道路構造物等の場合は，クリープ沈

下を予測することは非常に重要となる．そこで，

本稿では，土性のばらつきの大きい浚渫土にも適

用可能な Fc と D 値を指標としたクリープ沈下予

測手法の検討を行った． 

2. 検討方針 

 図－1 に盛土材のクリープ沈下算定方法を示す．

クリープ沈下算定のためには，盛土材の圧密試験

より，クリープ係数Ｃαεを決定する必要がある． 

一般的に，均一な盛土材の場合，Ｃαεは，ＯＣＲ

（＝Pc／P）によって変化することがいわれているが，土性のばらつき

が大きな浚渫土の場合，更に，Fc によって変化することが考えられる．

そこで，ＯＣＲおよび Fc を指標として，Ｃαεが決定できるようにして

おけば，ばらつきの大きな浚渫土においても，事前にクリープ沈下予

測が可能であると考えた．  

3. クリープ沈下算定方法 

 クリープ係数Ｃαεは，前報 1)で報告した圧密試験の各段階載荷毎（載

荷時間は 24 時間）の時間～ひずみ曲線から t90（圧密度 90％時間）以

降の勾配と定義した．図－2 に Fc＝45％，Ｄ値＝80％の圧密試験から

算定した結果を示す．この様に各圧密試験から算定したＣαεを用いて，

各 Fc 毎の 1／ＯＣＲ～Ｃαεグラフを図－3 に示す．Ｃαεは，同じ Fc

であれば， 1／ＯＣＲL まで直線比例関係で増加しており，1／ＯＣＲL

以降は増加しないことがわかる．さらに，Ｄ値によらないことがわか

る．ここで，1／ＯＣＲ＝P／Pc であり，前報 1)より，Pc は Fc，Ｄ値と
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図－1 盛土材のクリープ沈下算定方法 
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ここで, 

S : 盛土高さ H に対してのクリープ沈下量(m) S=  

Si : i 層での沈下量(m) Si=Cαεi･log(t)･hi 
Cαεi : i 層でのクリープ係数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※前報 1)で報告したの Pc と Fc の相関式より算定 

t : 経過時間（日） 
ただし,h1~hn は瞬間載荷として考える. 

均一な盛土の場合 

Cαεi=f  

Fc のばらつきが大きい場合 

Cαεi= f  

OCR=Pci/Pi 

Pi=γt･Hi 

Pci= g ※ 

ここで, 
 OCR ：過圧密比 
 Pi  ：i 層中心の荷重(kN/m3) 
 γt ：盛土の湿潤重量(kN/m3) 
 Hi ：地表面から i 層中心までの深度(m) 
 Pci ：圧密降伏応力(kN/m3) 
  ：i 層の平均 Fc 

  ：i 層の平均 D 値 
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図－2 時間～ひずみ曲線 

（圧密試験結果 Fc=45%,D 値=80%）
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の相関で一義的に決定されることが判明しているので，Ｃαεは，Ｐ（＝

盛土自重）に応じて増加するが，ある値に達するとそれ以上Ｃαεが増

加しないことを意味する．また，Fc～1／ＯＣＲL，ＣαεL との相関を図

－4 に示すが，Fc＜45％では，1／ＯＣＲL が Fc に応じて直線比例関係

で減少し，Fc≧45％で一定となっている．この関係は，前報（図－4）
1)の Fc～Pc 相関と同じである． 

前報（図－4）1)より，浚渫土の Fc とＤ値から Pc を決定し，各盛土

荷重Ｐに応じた 1／ＯＣＲを算定すれば，図－3 からＣαεがわかる．こ

のＣαεから図－1 に示す方法でクリープ沈下量が算定できる． 

4. まとめ 

 提案したクリープ沈下予測手法を用いることで，浚渫土の Fc と D 値から，図－5 に示す様な計画盛土高さ～ク

リープ沈下量グラフが作成ができる（盛土を瞬間載荷として 10 年間のクリープ沈下を算定）．クリープ沈下量は，

Ｄ値による差は小さいが，Fc による差はかなり大きいことがわかる．そこで，例えば，計画盛土高さが 30ｍの工

事で，図－6 の Fc～クリープ沈下量を事前に作成しておき，許容残留沈下量に応じたエリア毎に Fc を選別して盛

土することで，維持管理を考慮した盛土工事の高品質化を図ることができる． 
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図－5 計画盛土高さ～クリープ沈下量グラフ（10 年間） 
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図－6  Fc～クリープ沈下量 
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図－3 各 Fc 毎の 1／ＯＣＲ～Ｃαεグラフ 
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図－4  Fc ～1／ＯＣＲL 

及びＣαεLグラフ 
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